
 

 調査目的：准看護師の業務や処遇等に関する実情を把握し、本会事業の推進や関連団体等への政策・要望活動を行うための 

基礎資料の収集を目的としています。 

 調査日時：令和 4 年 10月 3日（月）～ 令和 4 年 10月 31 日（月） 

 調査対象：令和 4 年度茨城県看護協会員 准看護師資格登録者 929 名 

 調査方法：質問紙による選択式（一部記述式） 

有効回答数：235 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人茨城県看護協会 政策企画室 調査 

准看護師に関する実態調査報告【ダイジェスト版】 

1 現在の勤務先 

種別 人数 

①病院（～99 床） 32 

②病院（100～499 床） 135 

③病院（500 床～） 5 

④診療所 20 

⑤老健 15 

⑥特養 6 

⑦介護系事業所 6 

⑧訪問看護 8 

⑨現在勤務していない 4 

⑩その他 4 

計 235 

 

2 准看護師を選んだ理由【複数回答】n=235 

理由 人数(割合) 

①資格取得にかかる費用 56（23.8％） 

②資格取得にかかる年数 48（20.4％） 

③試験の難易度 31（13.2％） 

④働きながら資格取得ができる 150（63.8％） 

⑤その他 39（16.6％） 

※その他の理由 

・すぐに働きたかった（生活資金を得るため） 

 ・家庭との両立ができる 

 ・看護師国家試験に合格できなかったため 

 ・看護専門学校を受験したが不合格であった。早く資格を取りたかった。 

 ・結婚して子供がいたから 

・高校の先生の勧め 

・入職した際に看護の長に「准看護師だけで良い」と言われた 

3 現在の自身の処遇に満足しているか n=229 

 

はい

38%

いいえ

62%

3-1 処遇に満足していない理由（n=143） 

理由 人数（割合） 

①賃金が安い 126（88.1％） 

②昇進の機会がない 25（17.5％） 

③スキルアップの機会が無い（与えてもらえない） 23（16.1％） 

④看護師と業務が区分されていない 73（51.0％） 

⑤医師や上司に自分の意見を聞いてもらえない 12（ 8.4％） 

⑥その他 20（14.0％） 

※その他の理由 

・准看護師だからと下に見られているが、仕事内容は全部一緒 

・正看護師と同じ知識・技術を求められる 

・准看護師は低賃金で雇える都合の良い職種であると感じる 

・介護業務を行うことがあるが、処遇改善手当は対象外とされている 

・奨学金の額が少ないので看護師資格取得の際に自己負担が大きい 

 

4 看護師との役割分担・業務範囲は

明確になっているか n=226 

 

はい

28%

いいえ

72%

5 今後、看護師資格の取得を考えて

いるか n=235 

 

はい

28%

いいえ

59%

現在教

育課程

受講中

11%

未回答

2%

6 現在の職場で看護師資格取得にあ

たり奨学金制度はあるか n=221 

 

ある

62%

ない

38%


